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幹　事　報　告　・　家　庭　会　合　報　告　
増永　英彦　幹事報告
1.次週6/7の例会終了後、6月度理事会を行ないますので、理事役員の方はご出席
お願い致します。
2.先日来お願いしておりますが、まだ未提出の委員長がいらっしゃいます。お忙し
い中恐れ入りますが、未提出の委員長様には今期の活動報告を、また次年度委員
長様には新年度の活動計画を至急、事務局か幹事まで提出して下さい。

3.以前も申しましたが、お弁当を持ち帰って後日事務局前に弁当箱を返される方は、必ず洗ってから返却
して下さいますようお願い致します。

家庭会合報告　１班　岩尾　顕治　チーフ
　５月２９日サバエ・シティーホテルに於いて班員4名と酒井会長の５名で会合を
いたしました。現時点では、会員増強４名程度予定しているのですが、当クラブの
会員マニュアル（理念と活動詳細）を今年度中に、現在に合った内容に作らせて
いただきたいと思います。
　アクトの年齢制限の件ですが、40歳代まで拡大しても良いという意見が出まし

た。そうすると、衛星クラブの位置づけも出来るのではと思います。将来のロータリアンを育てる意味で
も良いのではと感じました。

鯖江市役所ＪＫＯＧ課　代表　
栗 田　も も 乃　様

「鯖江市役所JK課
　　～１０年の節目を迎えて～」

酒井 雅憲　会長
　皆さんこんにちは。
　福井県の各企業で
は、多くの企業が事業
承継の問題に直面し

ています。 そこで、福井県事業承継・引継ぎ支
援センターの具体的な支援を紹介します。
1. 親族内承継支援　
2. 従業員承継支援：身内に後継者がなく、従
業員に事業を引き継ぐ際の教育支援などを行
います。トレーニングや教育プログラムを提供。
3. 第三者承継支援（M&A）：事業を売却したい
企業と、購入を希望する企業や個人をマッチ
ングするサービスを提供します。
4. プッシュ型支援：積極的なアプローチとして、
早期の事業承継を促進し、事業承継が成立し
た場合、個人事業主を対象に、後継者と事業者
の双方に奨励金を提供するというものです。

会　長　の　時　間

卓話

テーマ

【親族内承継】
メリット：家族内の強い信頼関係があり、経営理念や企業文化の共有が容易。
デメリット：能力のない息子などが無理に引き継ぐケースが多く、企業経営に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。子供に甘くなる、親に遠慮するなど、客観性の欠如、冷静な意思決定が難しいということが多くあります。
【従業員承継】
メリット：従業員にとってはモチベーションが向上、新しい視点やアイデアに期待感、企業のイノベーションが促
進されるという良い点が多くあります。
デメリット：後継者に資金力がなく、資産管理、経営基盤が不安定になるリスクがあります。
【中小企業の場合、承継で一番大変なのが保有している自社株などの評価額】
　相続株の評価方法1. 上場株式の評価については、公開されていますので特に問題ありません。2. 非上場株
式の評価方法：【類似業種比準方式】上場企業のよく似た会社の株価と比較して評価する方法。【純資産価額
方式】会社の純資産（資産から負債を引いた額）に基づいて評価する方法。【併用方式】そして２つを合わせた
、併用方式。負担にならない方式を選びましょう。
　継承の際、親に退職金をたくさん出して、家族継承の資金に充てることが多いですが、企業の経営財務状況
を悪化させるような過大な退職金は、道義的にも許されるものではありませんし、大事なのは支給理由などの
透明性であり、従業員の不信感を招くような行為は退職金に限らず、企業全体の士気や信頼性に悪影響を与
える可能性がありますので絶対にしてはならない行為だと思っております。結びになりますが、中小企業におい
ては株主ではなく「社員から支持される人が会社を継ぐ」というのが一番だと思います。
　会長の時間を終わります。

「陸軍歩兵第36連隊と鯖江」 「大 谷 翔 平」
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藤田様の卓話楽しみです。

いつもありがとうございます。

藤田さんの卓話楽しみです。

藤田様の卓話に期待して。

早退させて頂きます。

楽しい家庭集会が出来たので

藤田様の卓話に期待して。。

藤田様をお迎えしまして！！

藤田様、本日はお忙しい中ありがとうございます。

５月も終わります。本日早退致しますので卓話聞けなくて残念です。

本日の卓話楽しみにしております。

本日の卓話楽しみにしてます。

本年度の例会も６月の４回となりました。最終例会時にはニコニコ年間表彰あります。
ニコニコ報告
佐野　直美
ニコニコ委員長 宜しくお願い致します。

卓話者紹介：帰山　明朗　プログラム委員長
　本日は、鯖江市教育委員会文化課　学芸員で
あります、藤田　彩　様をお迎えしました。
　実は、来年１月で鯖江市制７０年（昭和３０年
に市政発布）を迎えます。そして来年は、昭和から

数えると丁度１００年、戦後８０年となります。
　鯖江の歩みを振り返るタイミングかと思いますし、振り返る中で欠かせ
ない部分は、今日お話しいただく「陸軍歩兵第３６連隊」の事だと思いま
す。今日は藤田様に「陸軍歩兵第３６連隊」というお話をしていただきま
す。皆さん、ご清聴お願いいたします。

卓話者：藤田　彩　様
テーマ：「陸軍歩兵第36連隊と鯖江」
　日清戦争の後、東アジア進出の動きを強めるロ
シアに対抗するため、日本陸軍は新たに6個師団
を増設し、明治29年（1896）には鯖江に「陸軍歩

兵第36連隊」の設置が決まりました。迎える神明村水落から立待村糺の
一帯、通称「糺野が原」では兵営建設を中心に開発が進み、周辺には連隊
を支える洋服屋・時計屋・写真屋・旅館などの商店が集まって「片町」と称
される新しいまちができました。また、北陸線の鯖江駅の開業や瀟洒な建
物が今に残る恵美写真館の創業、王山山麓（現在の惜陰小学校東北の急
崖）で「王山焼」と呼ばれる窯業が起こったのも同時期であります。
　大正期に入りますと、経ヶ岳南麓には射撃場が完成し、浅水川の大規
模河川改修によって渡河訓練が可能となりました。さらに、福武電気鉄道
の兵営駅開業（現在の神明駅）で輸送力が増しますと、鯖江の近代化と軍
事都市化は一層進んでいきました。
　この頃、欧州では第一次世界大戦が勃発して日本は空前の好景気に
沸き、ロシアでは革命が起こって世界初の社会主義国家が誕生しました。
これを危険視した列国は、シベリアにいたチェコ軍の解放を名目に干渉
を始め、大正10年（1921）には、第9師団配下の36連隊にも出兵命令が
下っています。その後、日本は第一世界大戦からの復興が進む欧州とは
対象的に景気は悪化の一途を辿り、活路を開くために満州・上海で軍事
行動を起こして国際社会で孤立し、昭和12年（1937）に日中戦争、昭和
16年に太平洋戦争を起こしました。
　昭和15年、皇紀2600年を祝した記念行事が
全国で催され、鯖江では兵営から忠霊塔までの
道に桜の若木が子どもたちの手で植えられて戦
意高揚が図られましたが、その年の10月に36連

隊は満州へと旅立ちました。兵営には136連隊が新設されましたが、昭和
18年に岐阜に移駐（翌年、サイパンに上陸して玉砕）し、続いて迫撃第3
連隊が入るなど、戦争は泥沼化の様相を呈していきます。鯖江からも多く
の若者が出征し、山の坑道には地下軍需工場が、田圃には秘匿飛行場が
建設されて、人々の命と暮らしを犠牲にしながら終戦を迎えました。
　戦後、鯖江の兵営は米軍に引き渡され、兵舎は若者の学び舎や引揚者
のための寮に姿を変えた後、解体されました。兵営跡地には新しいまちや
工場ができ、昭和30年（1955）には鯖江市が誕生して、希求の平和が実
現したかに見えましたが、今なお世界情勢の緊迫は続いています。福井
県平和祈念館には、鯖江出身の特別攻撃隊遺書の写しが展示されてい
ますが、20歳に満たない青年があまりにも悲壮な覚悟を決めた時代があ
ったことを忘れてはいけません。戦争体験者が年々少なくなるなか、自戒
を込めて負の歴史を未来に継承する役割は、私たちの世代に委ねられて
います。

卓　話 テーマ

鯖江市教育委員会文化課

主査・学芸員 藤 田　彩　様 「陸軍歩兵第36連隊と鯖江」


